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人事報告

　本年4月から環境学部に学部長として勤務することになり、2か月が過ぎたところです。出身は東京なのですが、1975年以来
35年間を鳥取大学で過ごし2年前に定年退職しました。学部長の任務は、学部の学生そして教員全員が気持ちよくかつ積極的
に自らの志を実現していけるような学部運営をすることだろうと思っています。
　さて、環境学部の専門教育には4つの柱がありますが、地質学を専門とする私自身はそのうちの自然環境保全プログラムに
属する授業を担当します。自然環境を保全するためには、自然そのものを明確に把握し理解することがまずは絶対に必要な
ことです。地質学的自然を理解してもらうために本物を見、本物に触れることを重視した授業を実践していきたいと考えています。

環境学部 環境学科 学部長  岡田 昭明 教授

　2012年4月に、鳥取環境大学経営学部に着任しました。鳥取環境大学自体が公立大学法人として新しく生まれ変わり、経営
学部が新設されました。新しいものずくめのところに着任した訳です。着任早々、学部長の大役も仰せ付かりました。私は、
これまで、三十数年間、大学教員として、私立大学、市立大学、国立大学に勤務してまいりました。その間に得た経験も参考に
して、新しい大学、新しい学部、そして何よりも学生さんを育てる営みの一端を担いたいと思っています。どうか宜しくお願い
します。

経営学部 経営学科 学部長  冨岡 庄一 教授

　みなさん、こんにちは。2012年４月に環境学部環境学科の講師に着任致しました藤田恵津子です。私は教育現場や警察など
で臨床心理士としてカウンセリングの仕事をしたり、大学の非常勤講師をしていました。また、「心理教育」や「怒りのマネー
ジメント」などを中心に、日常生活に役立つ心理臨床的援助について研究しています。この大学では、主に教職課程を希望する
学生に心理学などの授業を教えることになりますが、「心とからだを大切にして、健康に生活する」ということは誰にとっても
かけがえのないテーマです。大学生活ではさまざまな出会いや学びを通して、自分自身に向き合うことになると思います。
１人でしっかり考えること、誰かに思いきって話してみること、みんなで考えを共有することなど、“Identity” のための引き出
しが少しずつ増えていくといいですね。

環境学部 環境学科  藤田 恵津子 講師

　環境学部環境学科講師（教職課程担当）として着任いたしました。教員免許状の取得を希望する２年生以上の学生に教職
原論や教育原論、教育制度論、教育行政学等の授業を行います。今年３月までは筑波大学に勤務しておりました。生まれも育ち
も関東で、このたび初めて山陰地方にまいり、さまざまな新しい発見のある日々を送っております。私の専門とする学問領域
は大きな括りで言えば「教育学」ですが、中でも「学校経営学」という分野です。みなさんの通われた学校は「よい学校」だったで
しょうか？それとも・・・？そもそも「よい学校」とはどのような学校なのでしょうか。「よい学校」にしていくためには、校長
先生以下教職員の人たちはどのようなことをしたり、何が必要なのでしょうか。学生と一緒にそのようなことを理論的に考え
ていけることを楽しみにしております。

環境学部 環境学科  川口 有美子 講師

　この4月に経営学部に着任いたしました。3月に京都大学大学院地球環境学堂を定年退職するまでは、農業担い手政策、
農地政策、食料・環境政策などに関する領域で研究をしてまいりました。このような研究歴を活かし、農業経営概論、フード
システム論、地域とアグリビジネスなどの専門科目（地域経営プログラム科目）を講義し、また演習科目であるプロジェク
ト研究（P研）を担当いたします。私は、P研（P研1～P研7）が本学の目玉科目だと思います。それは、大学の教育目標のひとつは、
自学自習の姿勢のもと、社会に出て役立つ課題解決の方法や思考方法を学生に習得させることにありますが、Ｐ研は、
それに適った授業科目であるからです。学生諸君の奮闘に期待しています。

経営学部 経営学科  武部 隆 教授

　みなさん、こんにちは。これまで私は、経済に関する教材や児童書、絵本を中心に20冊以上刊行してきました。また四国学院
大学では、社会福祉学部で「生活経済論」「生活経済指導論」を担当していました。今年4月に本学経営学部に赴任して、「ファイ
ナンシャル・プランニング」ほかを担当いたします。本学が経営学部を設置されたことは、鳥取県及び周辺の高校生にとって、
新たな選択肢が一つ増えたことになります。そのせいか、現在プロジェクト研究に参加する新入生の皆さんの「やる気」に日々
圧倒されています。この新設学部を素晴らしい学部に育て上げるよう、私は最大限の努力を惜しみません。また人生最初の
クライマックスである4年間の大学生活を、かけがえのない生涯の思い出となるよう過ごされることを願っています。

経営学部 経営学科  泉 美智子 准教授

　皆さんこんにちは。マーケティング関連の授業や演習を担当致します。これまでの20年弱にわたる企業での、製品、ブランド
などの企画、開発、デザイン実務経験から、現在、大きく二つの研究課題に取り組んでいます。ひとつは新製品開発において、
どのようにして独創的で、創造的なアイデアを生み出すことができるのか。もうひとつは、顧客が製品やサービスを見、使い、
経験することで、はっとする、夢中になるようなことはどのようにして説明できるのか。マーケティングとは顧客創造ですが、
具体的には例えばこのような問題を扱う分野であり、企業実務において極めて重要な課題を扱うものです。学生や地域の方々
と共にこのようなマーケティング課題に取り組み、そしてマーケティングの楽しさを共有できればと思っております。

経営学部 経営学科  磯野 誠 准教授


